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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は，多数の PE (Processing Element) で構成された並列計算機上で実行されるアルゴリズ

ムの特性を評価する方法を提案してトポロジー毎の理想的な実行性能の上限を初めて明らかにし，

逆行列に基づく棄却法の採用によって反復解法の収束の安定性を増加させ，さらに，反復法を並列

計算機上で高効率に実行させるため，行列の並列計算機上への新しいマッピング法を提案したもの

であり，情報工学について重要な知見を得たものとして価値ある業績である．よって，本論文は，

博士（工学）の学位に値すると認める． 

 


